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編 集 後 記

　今月の特集は小児ぶどう膜炎です．一般小児科雑
誌としてはかなり奇抜なテーマと思われるかもしれ
ません．しかし私自身，実際に特集記事を拝読し，
稀だが慢性に経過し失明に至ることもある疾患とし
て，また，比較的なじみのある全身疾患に合併する
眼病態として，小児科医が心の片隅に留めておくべ
き疾患であることを改めて実感いたしました．本特
集をお読みいただいた先生方にも，「眼科にお任せ
すべき病気」という先入観を捨てていただけたら幸
いです．
　3 名の眼科の先生方には専門家としてのお立場か
ら，眼科と小児科の連携の重要さについて語ってい
ただきました．まず吉岡茉依子先生には，疫学と臨
床的特徴についておまとめいただき，多施設共同研
究に基づくガイドライン作成への期待を述べていた
だきました．水内一臣先生はサルコイドーシスを例
に，自覚症状がないまま慢性炎症が持続する病態に
ついてご説明いただき，定期的な眼科受診の必要性
を強調されています．さいごに大野重昭先生には，
若年性特発性関節炎に合併する若年女子の慢性虹彩
毛様体炎について解説していただき，失明者を少し
でも減少させたいという熱い思いを語っていただき
ました．
　小児科医のお立場からは，柳原剛先生には症状が
非特異的で診断が困難な TINU 症候群について，ぶ
どう膜炎に加えて，進行性の腎機能障害の病態につ
いて分かり易くご説明いただきました．また，安村

純子先生には若年性特発性関節炎という我々にとっ
ても比較的なじみの深い疾患の初期診療の手引きを
ご紹介いただき，その中で定期的な眼科診察による
早期対応の重要性について述べていただきました．
　その他，友田明美先生には脳科学者としてのお立
場から子ども虐待が脳に残す深刻な爪痕と育児困難
に悩む親たちを社会で支える “とも育て”の重要性
について述べていただきました．家族性高コレステ
ロール血症診療ガイド（土橋一重先生），アレルギー
発症予防と離乳食の進め方（福家辰樹先生）はまさ
に日常診療にすぐに役立てていただける内容と思い
ます．
　佐野 正先生は開業医のお立場から「大規模停電」
というユニークな切り口で現代社会がいかに脆弱な
電力供給基盤の上に成り立っているかを力説してい
ただきました．小林靖明先生には総合病院の小児科
医と産科医の連名というかたちで，産科医療補償制
度の対象となるべき子どもたちの一部が受益者とな
る機会を逸している現状についてご経験をまとめて
いただきました．最後に「連載」では，日本医科大
学小児科学教室の先生方に血液疾患に関する最新知
見を分かり易くまとめていただきました．
　今月も，様々な話題について，多様な切り口で，
異なるお立場の先生方にご執筆いただくことができ
ました．この場を借りて御礼申し上げます．

（高橋　孝雄）
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